
第716回４月度月例大会レポート

場所：徳島県鳴門市瀬戸町明神字鳴谷106-2　斎藤渡船　携帯：090-3782-0837

日時：2023年4月8日　土曜日

レポート ： 田邉

　今回の釣り場選定は和歌山の一丸渡船を予定していましたが前日に船の故障でしばらくの間休業

しますとの連絡あり、これは大変だと山川会長をはじめ担当班長秋山さんらの迅速な計らいで急遽

堂浦の斎藤渡船で開催されることになりました。

　当日の天気予報は晴れとなっていますが朝方の気温は11℃昼前後まで雲が多く気温がなかなか

がりません。風は強風（3～7m/s）絶え間なく吹き付けます。海上は白波を立てて畝っています。

そして今回は筏ではなく「カセ」を四隻予約しています。1隻二人乗りです。

このような条件下の釣りとなっています。

カセの組み合わせは抽選の結果、1隻目は金物さん、秋山さん　2隻目は松元さん、田邉　3隻目は

山田さん、山川さん　4隻目は上西さん一人です。

　午前5時半ごろ各組の番号順にカセに向かって出船、釣り開始です。今回のダンゴはカセに常備し

ている土を使用します。糠ダンゴ同様に使いこなそうとしていますがなかなか手に馴染めません。

　まずは第一投目、今日の潮は中潮で８時の満潮に対し２時間ほど前です。左からカセに沿って右に

流れています。ハリス1.5号、チヌ鈎5号、錘４Bの仕掛けです。最初はダンゴから鈎がスムースに抜け

ずダンゴの硬さの調整に手間取りました。理想的にはダンゴを落とし込み着底したらダンゴの重みを

穂先に伝達し穂先を持ち上げるようにして餌をダンゴから引き抜く!!　そして流れに乗せて下へと送る

　付けエサはボケ、オキアミ、サナギと試しますが一向に竿先に当たりが出ません。

海水温は12℃気温も先日から下がり雨も降り魚には影響を与えているかもしれません。

　ひたすら打ち返している時に手の届くめいっぱいの下でチヌ特有の当たり、合わせると乗りました。

上がってきたのは可愛いきれいなチヌです。25cm以上あるかなぁ？一応キープ

　同乗している松元氏にも満潮の時間帯？に竿が引き込まれる当たりがあり対応しましたが無残に

もハリス切れ‼（チヌではない真鯛か？）残念。

　その後下げ潮に入り右から左へと流れが変わりました。11時過ぎから13時位まで流速が早く釣りに

なりません。風は容赦なく吹き付けます。この風によって帽子を飛ばされてしまいました、迂闊でした。

　今日は納竿4時まで頑張りましたが釣果は私の朝方の1匹だけとなりました。

皆さんお疲れさまでした。

長寸優勝：　　　　　２７．０ｃｍ　　田邉

その他　 ： 該当者なし

参加者　 ： 山川会長、金物氏、松元氏、山田氏、秋山氏、上西氏、田邉 以上7名

天　候　　： 曇りのち晴れ

水　温　　： 海底　12℃

27.0cm



参加者の写真


